
水道料金の集合計算方式のご案内 

 

【 集合計算とは 】 

 

○アパート・マンション等の水道料金の計算方式のひとつです。 

○「一般」の場合と比較して、概ね、水道料金の負担が少なくすみます。 

○市で設置した親メーターを検針し、建物全体の水道料金を使用者（管理者等）宛

に一括請求します。 

○料金の計算は、各世帯が均等に使用したとみなして、１戸あたりの水道料金を求

めてから、建物全体の水道料金を計算します。（計算例を参照） 

 ○各入居者の「開始・中止の連絡」や「料金の手続き」は管理会社等が行います。 

 ○給水申込の段階で「料金の方式」についてご相談ください。 

 ○管理会社等は、「戸数の変更」（使用世帯数）を水道課へ報告していただきます。 

 

 

【 集合計算の条件 】（給水条例施行規則第 25 条） 

 

①受水槽によって給水する共同住宅であるもの 

②世帯を構成するもの 
 
（給水条例第 23 条） 

市長が特に必要と認めたときは、専用給水装置を共用または集合用として使用することができる。 

 

 

【 水道課への提出書類 】 

 

①共用・集合用給水申込書（様式第４号） 

集合計算方式を開始するときに提出。（初回のみ提出） 

②共用・集合用使用戸数変更届（様式第９号） 

各部屋の入居・退去による使用者の変更があった場合に、２か月に１度提出。 

変更なければ提出の必要はありません。戸数は、入居済戸数を報告してください。 

※共用栓は、戸数にはカウントしない。（世帯ではないため） 

 

 

（問合せ）常滑市水道お客様センター TEL(0569)35‐5722  



【 集合計算の料金 】 

 

①基本料金 

…市の水道メーターにかかわらず１３㍉の基本料金（１戸あたり）となる。 

φ１３㍉の基本料金 ×（戸数） 

②水量料金 

…各戸均等に使用したとして、１戸あたりの水量料金を算定し、戸数倍する。 

 

☆建物全体の水道料金 

…① ＋ ② ＋ 消費税等 ＝ 建物全体の水道料金 

 

 

【 計 算 例 】 

 

 メーター４０㍉  戸数１０戸  ２か月で３１５ｍ3  使用した場合  

 

① 基本料金（税込） 

１３㍉の基本料金（８８０円）× １０戸 ＝ ８,８００円 

 

② 水量料金（税込） 

３１５ｍ3 ÷ １０戸 ＝ ３１．５ｍ3       （１戸あたりの水量料金） 

…１戸あたり３１．５ｍ3使用したこととなる。      ２，９５２．９５円 

 

（31.5m3）→（20 m3＋11.5m3） 

1.0ｍ3～20.0ｍ3（ 82.50 円／ｍ3）…… 82.50 ×20.0ｍ3 ＝1,650.00 円 

21.0ｍ3～31.5ｍ3（113.30 円／ｍ3）……113.30 ×11.5ｍ3 ＝1,302.95 円 

（１戸あたり(31.5m3)の水量料金）  → 2,952.95 円 

 

（１戸あたりの水量料金）   （戸数）  （全体の水量料金） 

  2,952.95 円  × １０戸 ＝ 29,529.5 円 

 

☆建物全体の水道料金（税込） 

（基本料金）   （水量料金）     （水道料金） 

 ８,８００円 ＋ ２９，５２９.５円 ＝ ３８，３２９.５円 

  

  →３８，３２９円（１円未満切捨て） 

 

 

【 参 考 】 

※ 上記、計算例の条件を「一般」で使用した場合の料金 → ８０，９６５円 

 


